
地域の「元気」をお届けするニュースレター

人材育成への取り組み （学生インターンシップの受け入れを通じて）

NPO法人イーモビネット

いーもび通信

コロナ再拡大のために5月中旬から活動を見合

わせていました益城町おでかけ支援活動につい

ては、利用者やシニアボランティアさんが２回

目のワクチン接種を終えたことから、7月下旬よ

り活動を再開できる運びとなりました。

コロナの収束時期は未だ見通せませんが、移

動中の車内換気やスーパーなどでの滞在時間短

縮など、感染対策に留意しながら、災害公営

益城町おでかけ支援（どこいこカー） 元気に再開しています！01

お出かけ支援風景
益城町田原第二災害公営住宅にて

お出かけ支援風景
益城町惣領のスーパーにて
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★ NPO法人ドットジェイピ―について★

ドットジェイピーは、若年投票率の向上を目標に
活動するNPO法人で、全国31拠点で約660人の大
学生スタッフが中心となり、春期（2月〜3月）と
夏期（8月〜9月）の年2回、学生を対象とした

イーモビネットは、「地域づくり×モビリティ」をキーワードとして、移動・交通の課題解決に取り

組んでいますが、地域活性化に欠かせない人材育成、特に若い人たちの地域活動への興味関心の醸成や

参加の機会提供は、私たちにとっても重要な活動テーマでもあります。

このたび、学生向けインターンシップ事業を展開しているNＰＯ法人ドットジェイピ―さんとご縁が

あり、同団体の夏期インターンシッププログラムに協力する運びとなり、8月から２か月間、熊本県内

在中の大学生２名をインターン生として受け入れることとなりました。

実習生の二人は、この４月に大学入学したばかりの一年生。しかしコロナ禍で入学早々、授業やアル

バイトなどが大きく制約される学生生活を過ごしてきたとのこと。

二人とも、「何かやりたい！」「地域の課題にも触

れてみたい！」との気持ちで、ドットジェイピーさん

のインターンシッププログラムに応募したそうです。

現在、インターン生をサポートする学生スタッフを

含めた３名が、当団体の主要な活動対象である御所浦

住民などを対象とした海上タクシーに関するアンケー

ト調査や、島を活性化するイベント・ワークショップ

の準備・運営などで活躍いただいています！

×

インターンシッププロ
グラム（議員・グロー
バル・NPO）を提供し、
また若年層向け政策コ
ンテストなどを実施さ
れています。

ドットジェイピー夏期インターンシップ
キックオフイベント風景

（7月25日熊本市国際交流会館にて）

住宅にお住まいの高齢者などを買い物や通院に

元気にお連れしています。

活動の説明を受ける、
インターン生の
・大倉さん（写真奥右）
（熊本大学１年）
・岩本さん（写真奥中）
（熊本県立大学１年）

ドットジェイピースタッフの
・緒方さん（写真奥左）
（熊本学園大学２年）

（8月10日イーモビネット事務所にて）
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「御所浦みらい創造プロジェクト」スタートしました！02

イーモビネットは、移動・交通の課題に取り組んでいる天草の離島・

御所浦地域の活性化に資する取り組みを行うため、今年度より「御所浦

みらい創造プロジェクト」をスタートさせました。

高齢化や人口減少など（他の地域と同様）多くの課題を抱える御所浦

地域に対して、単に人口増加（定住人口拡大）や観光やビジネスでの人

の往来（交流人口拡大）のみならず、「関係人口の拡大」をキーワード

として、さまざまな活動を地域と一緒に進めていきます。

御所浦みらい創造プロジェクト
キャッチコピー

◆地域内外でのワークショップやイベントを「シリーズ」で実施します！

御所浦の課題や地域活性化につながるアイディアを、島内外の皆さんに参加いただだき、一緒に

考えるワークショップやイベントを、「シリーズ」で行います！

◆「オンライン」を取り入れ全国から参加いただきます！

コロナ禍で身近なものとなった「オンライン」（パソコンやスマホなどを使ってリモート）での

参加が可能なワークショップを取り入れます。このことにより、全国に居られる地元出身者や仕事

などで地域に関わりのある方などにも、広く参加いただけます！

◆地域内外から出されたアイディアを具体的に実現します！

ワークショップは数回実施し、地域外の皆さんで考えていただいたアイディアは、実際に地域の

皆さんと具体化に向けた検討を重ね、実現に移します。準備や実行に関しても、地域外からも様々

な参加いただく仕組みをつくります！

ここがポイント！本プロジェクトの取り組み

03 04あまくさ海上タクシー協会定時総会

8月21日（土）、第一回目となるうみラク

ワークショップをオンラインで開催し、熊本市

内や全国から25名の参加をいただきました。

開催にあたっては、夏期インターン生をはじ

め熊本市内の学生さんにも支援いただき、桜町

のシェアスペース「未来会議室」から中継を行

いました。

（詳細は次号の

ニューズレターや

WEBサイトなどで

順次公開していき

ます！）

第一回うみラクワークショップ配信風景
（ 8月21日 熊本市の未来会議室桜町店 にて）

コロナ禍の影響で利用者が伸び悩んでいる「う

みラクサービス（海上タクシー夜間のりあい便、

シェアリングカー）」ですが、去る7月14日

（水）に行われた「あまくさ海上タクシー協会」

の定時総会にお邪魔して、サービスの更なる利用

促進に向けたお願いやPR活動について話し合い

を行いました。

各事業者ともコロナ

禍で苦しんでおられま

すが、引き続きうみラ

クサービスの認知度向

上にもご協力いただけ

ることとなりました。

第一回うみラクワークショップ開催！

あまくさ海上タクシー協会総会風景
（ 7月14日 天草市商工会御所浦支部 にて）


